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明治四十一年創業ます。

中山道高宮宿
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人が亡くなって初めて迎えるお盆のことを「新盆」、あるいは「初盆」と呼びます。故人が仏になって初めて里帰りするということで、近親者は盆ちょうちんを贈り(現在ではお供えとして現金を包むことが多いようです。)、初盆を迎える家では身内や親しい者を招いて僧侶にお経をあげてもらい供養されるところもあります。「お墓を

さわると祟る?」」死者は「怖い」供養しなければ「祟る」などといった間違った考え方や、「霊感商法等の脅し」などの情報の氾濫から、私たちが昔からずっと守り続けてきたお墓の本質を忘れつつありこれだけは覚えておいていただきたいのですが、お墓は絶対に祟りません。考えてみてください。もしあなたがお墓に入った時、お墓を新しくされたり、きれいに改祀された時、家族に感謝することはあっても、お墓の建て方や祀り方が気に入らな
「職いむ

今から二、三十年前は、大工「さん・石工さん・左官工さんなど日本家屋を建てる上で必要な職人さんが沢山おられました。私が修行をした四十年前も、「全国から集まった同世代の仲間が何十人もいました。しかし今「は一人か二人、0人の年もあり「ます。親方に叱られながら厳しい修行をすることに耐えられない。元から魅力を感じない。などの理由で職人を目指す人が少「なくなりました。いえ、いなく「なったと言ってもいいでしょう。今、現役で頑張っておられる職人さんも高齢化していて、五
全優石先祖と食事お盆に里帰りをされたときに、お仏壇、お墓参りは大切なことですが、もう一つ大切なことが

あります。

それは、家族がそろってお仏壇の前で一緒に食事をし、その団 の中で、それぞれの近況を語り合い、特にご先祖や故人の生前の話を覚えている限りしてあげて、ともに食事をすることがご先祖に喜んでもらえる大事なことだと思います。いからと、かわいい子供や孫を怒ったり、崇ったりするでしょうか。たとえ、その時に何か起こったとしても、「これで済んで良かった。」と私達が思えるように、ご先祖や故人は尽力されていることでしょう。家族がめったにお参りに来ないようなら、ご先祖や故人は寂しく感じるかもしれませんが、ことあるごとにお墓参りに来てくれれば、むしろ、お墓の形や祀り方など気にされないのでは
ありませんか。

お墓はどんな形でも、手を合わせ、お参りされているのであれば「悪いお墓」にならないと
思います。

十代では若い方で、六十代や七十代の職人さんが現場で仕事をしておられます。
今までは普通に住宅の造作ができていたことが、社寺仏閣専門の宮大工さんに頼まないとできない状況になっています。これらのことは、日本の伝統的な技術を将来に残せないということであり、歴史的な建物はおろか、一般的な日本家屋の修復も出来なくなります。国が若い人に職人の魅力を伝え、そして育てるシステムを作ることが急務だと痛感する次第です。
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です。ります。

お盆の効用お盆は、過去の慣習を知らず知らずのうちに学ぶ大切な機会特に旧盆は、久しぶりに故郷へ帰る人も多いでしょう。子どもは、おじいちゃん・おばあちゃんに会い、都会では味わえない田舎の風景、お墓参り、忘れがたい印象を焼きつけて帰特に、皆でお墓参りをし、故人の思い出を語り合うことは大変に意義のあることで、自分たちの先祖に対し自然に手を合わすことを身をもって教える良い
機会です。

お墓参りになかなか行けない人も、日頃の感謝の気持ちをご先祖に伝えましょう。家の事情でお墓やお仏壇を置いていない家族も多いようですが、お盆の間だけでも先祖・故人への気持ちを大切にして手を合わせてみ
ませんか。

《人生、心呼吸」

「待つ姿勢」先日、新聞の寄稿欄に「待つ姿勢」の大切さとして載っていました。その方は公務員時代の先輩に「慌てて決断するとろくなことはない。時間を友達に生きるのだ。」と言っておられたそうで、夫婦や知人のいさかいでも話し合えばいいというものではない。余計な一言を言って相手を怒らせることもよくあること。悩みの相談を受けた時にも、急いで助言するよりも、良く聴いて相手が自然に結論を出呼吸をする時、すってから、はきますか?はいてから、すいますか?はいてから、すった方がたくさんすえます。人間は、「オギャー」とはいて生まれ、そして、すって亡くなります。
「故人への後悔』大切な家族を亡くされて、悲しみにくれ、後悔ばかりされておられる方がおられます。「こうすれば良かった。あんなことを言わなければ良かっ

た。」･…･と。

仏様になられた故人は、家族・身内に感謝されておられる事はあっても、生前のいろいろな事にこだわってはおられないと思います。逆に毎日、悲しんで過ごしている家族に対して心配されていると思います。元気な姿を見せる事が故人を安心させ、成仏していただく事になるのではないでしょうか。それでもなかなか難しいときは、お仏壇や故人の前で「私は元気で過ごしています。心配しないでね。」と毎日、声に出して言ってみてください。「言霊」は自身の心を少しずつ良い方向に変えていくと思います。います。お盆の意味にちなんで、 弥陀如来」への報恩感謝をして 祖に感謝することによって、「阿 に往生しているのだから、ご先 阿弥陀如来の功徳によってすで 浄土真宗では全てのご先祖は、
ださい。 技術資格/厚生労働大臣認定

ご先祖に感謝をし、浄土をしのびたいものです。すように、じっと待つ方がいい場合が多い。待てないのは「結論を出してすっきりしたい」という焦りや、欲に駆られているからだと自戒する。待つ力は成功の鍵だとつくづく感じる、と載せておられました。私も悩みの相談は「聞くこと」を心掛けます。意見の合わない時もまずは、相手の意見を聞いてから、自分ならこう思うと「言う」のではなく「伝える」ように心掛けています。相手に対して怒りを感じた時は、一度間をおいて小さく深呼吸をし「良くない気」を外へ出し「きれいな気」を体へ取り込みましょう。
「お医皆キが塩冬の祭、「観を少キと行ーお医者さんが臨終の際、「息をひきとりました。」と言われます。「まさこ、はけなくなっに持、人主の冬焉を迎えるということです。まさに、はけなくなった時、人生の終焉を迎えるということです。人が人生を終える時に残るものは、「物」「心」を含め集めたものではなく、与えたものであると思います。集めたものは、いずれ誰かのものになるか、取られてしまいます。与えたものは、その場所に、その人の心に残り続けます。「その事が、心呼吸の「はく」事ではないでしょうか。
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